
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年８月２２日(土) 

ご出演：レ・クロッシュ様 

（ピアノ・チェロ） 
ご対象：２階東病棟・４階西病棟・４階東病棟 

開演前からどちらの会場でも、演奏を心待ちにされる皆様

の期待に満ちた表情が広がり、これから始まるひとときへ

の高揚感に溢れました。演奏に先立つセレモニーでは、

院長より皆様へご長寿の祝辞をお伝えし、会場は温かな

雰囲気に包まれました。  

２０２６年９月２６日(土)  

ご出演：新百合山手クインテット様 

（フルートと弦楽合奏） 
ご対象：３階東病棟・３階西病棟・３階中央病棟 

 

当院では 9 月中とその前後を“敬老月間”とし、毎年ご長寿の患者様方へ、敬意と日頃の 

感謝の心を込めた取り組みを行なっております。本年も 3 月～11 月の毎月 1 回実施してお

りますロビーコンサートの特別バージョンとして『敬老のお祝いコンサート』を企画し、8・9 月

の 2 か月に亘って開催いたしました。どちらの回も 100 歳以上になられる患者様をはじめ、

節目のご年齢である白寿（99 歳）、卒寿（90 歳）、米寿（88 歳）、傘寿（80 歳）、喜寿（77 歳）

を迎えられる皆様をご対象にご案内をしました。より多くの皆様に音楽をお楽しみいただけ

ますよう、8月は 2 階東病棟・4 階西病棟・4階東病棟の皆様を、9月は 3階東病棟・3階西

病棟・3階中央病棟の方々をご鑑賞へお招きいたしました。 

 

敬老のお祝いコンサート



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～プログラム～ 
 

エルガー：愛のあいさつ 

メンデルスゾーン：歌の翼に 

サン＝サーンス：白鳥 

日本の歌：浜辺の歌 （成田為三） 

日本の歌：ふるさと （岡野貞一） 

アンコール：夢のあとに 

8月 22日のコンサートは「レ・クロッシュ」

の宇宿真紀子様（ピアノ）と、宇宿直彰様

（チェロ）のお二方です。コロナ禍における

ロビーコンサート休止期間中にも、演奏動

画撮影にご協力いただくなど温かいお心

を寄せてくださり、今回は 2018年以来と

なる待望のご出演です。 

演目は『愛のあいさつ』から始まり、チェロ

とピアノの柔らかな調べに包まれ、穏や

かなひとときが流れます。続く『歌の翼に』

では、軽やかなピアノの旋律にうっとりと

聴き入られる患者様も。『白鳥』では、チェ

ロの深く豊かな音色に耳を傾け、足の指

先で僅かながらもリズムをとられる男性患

者様のご様子が印象的でした。『浜辺の

歌』『ふるさと』では、親しみ深い唱歌のメ

ロディーにそれぞれの思い出を重ねるよ

うに、歌詞を小さく口ずさまれる方もいらっ

しゃいました。アンコールでは『夢のあと

に』を披露してくださり、美しい余韻を残し

て締めくくりとなりました。 

当日は今年 100歳を迎えられた患者様も

ご出席くださり、生演奏による音楽の響き

を全身で感じていただけたご様子でした。

また、誰もが一度は耳にしたことのある曲

が多く、自然と音楽に心を寄せながら楽し

まれる皆様の姿が印象に残るコンサート

に。奏でられた一曲一曲に込められたお

祝いの気持ちが、皆様の胸にそっと残

る、穏やかで心豊かなコンサートとなりま

した。   。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 26 日には、今回が初出演となります 

「新百合山手クインテット」の皆様をお迎え

いたしました。塩澤秀夫様（フルート）、  

塩澤絵理様（ヴァイオリン）、半田嘉子様

（ヴ ィオラ ） 、福本学様 （ヴ ィオラ ） 、     

井田好彦様（チェロ）による、フルートと  

弦楽器の美しいアンサンブルです。皆様は

新百合ヶ丘総合病院音楽部の大勢の楽団

員の方々から、この度のコンサートのため

に有志にて結成くださいました。。 

プログラムの始まりは『カノン』から。続く 

『フルート四重奏曲第 1番より第 1楽章』で

は、フルートと弦楽器が重なり合い華やか

な響きに、会場は一気にお祝いの日らしい

晴れやかな空気に包まれます。『ダニー・

ボーイ』『ユーレイズミーアップ』では、伸び

やかで心に響く旋律に、穏やかに耳を傾け

られる皆様の姿が印象的でした。そして

『新日本紀行』『上を向いて歩こう』『川の流

れのように』と、世代を越えて親しまれてき

た曲が続くと、ご家族様とともに歩んでこら

れた歳月を思い浮かべるような、とても和

やかな時間が広がりました。       。 

この回は 100 歳を超える患者様がお二人

もご参加くださり、穏やかで心地よさそうな

ご表情を浮かべておられました。また、日

頃は賑やかに過ごされる患者様も美しい

音色が響くと静かに耳を傾け、旋律を深く

味わっておられるご様子。アンコールでは

演歌の大ヒット曲『好きになった人』が奏で

られ、会場は格別の温かさと歓びに包まれ

ました。クラシックの美しい調べから懐かし

い名曲へとつながり、奏者の皆様による 

祝福の真心を感じるひとときとなりました。  

～プログラム～ 
 

カノン（パッヘルベル） 

フルート四重奏曲第１番より第１楽章 

              （モーツァルト） 

ダニー・ボーイ 

ユーレイズミーアップ 

新日本紀行 

上を向いて歩こう 

川の流れのように 

アンコール：好きになった人 


